
アドバンス 2025 運営会議にむけて 

① 1st プロテクトに関して 

【変更】1st プロテクトは GK1 名、FP14 名、合計 15 名とする。 

② 感染症 5 類相当の感染拡大がチーム内で起こった場合の試合延期に関して 

感染症 5 類相当の感染拡大による試合延期措置は可とする。 

但し、延期措置は前期後期それぞれ対戦カードにつき 1 回とする。 

同カードで 2 回目の延期措置が発生した場合は、1 回目の延期措置を希望したチームの 

負けとする。 

・ブロック長、関係チームへの連絡が前日 19 時までに行われている場合は、可能な限り 

延期措置を講じる 

・リーグ戦の時期、各ブロックの消化状況、グラウンド確保状況など、 

条件が同じではないので、ブロック内でどのような内容で、いつまでなら受け 

入れるか、情報共通しておく。 

例）最終月(9 月)は延期措置を実施しない など 

・延期などにより会場費や審判代に支障が出た際の取り扱い方法は運営会議時に 

事前に決めておく。 

A. 事態を招いたチームの負担     B. 当日参加予定チームで負担  

C. ブロック内、全チームで均等負担   D.その他別の方法 



③ 棄権試合の成立について 

キックオフまでに「棄権試合」となることが確定した場合は(ブロック長判断)、 

その試合はキックオフセレモニーを行わなくても成立したものとする。 

④ 中断時点からの再開について 

再開試合の試合記録はすべて中断試合のものを引き継ぐこと。 

メンバーに関しても原則試合中断時と同じメンバーとし新たに補充できない。 

ただし「怪我・疾病等により中断試合に出場した選手が再試合に出場困難な場合は、中断

試合の控え選手から再開試合の出場選手を選出する。 

(この場合の選手交代は交代枠に数えない) 

中断試合の控え選手が怪我・疾病等によりエントリーできない場合は、 

新たな選手を補充できる。 

⑤ 1st/2nd の様々な取り扱い 出場時間 書類など  

【変更】2nd チームにも 2025 年度中学 1 年生になる選手を 5 名まで登録・同時出場可 

とする。 

1st プロテクト 15 名の時間管理シートを作成のこと。 


